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協
議
員
会
は
今 

１
０
・
１
１
月
の
協
議
員
会
で
の

報
告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。 

① 

町
内
会
費
・
協
力
金
・
地
租
割

り
の
徴
収
に
つ
い
て 

② 

来
年
度
事
業
に
関
し
て
各
隣

保
・
各
種
団
体
か
ら
提
出
さ
れ

た
要
望(

十
月
末
締
切)

を
検
討 

③ 

旧
道
カ
ラ
ー
舗
装
（
下
記
）
は

町
へ
『
歩
道
』
強
調
を
要
望 

④ 

鈴
の
森
神
社
の
ブ
レ
ー
カ
を
整

理
し
一
つ
の
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
。

民
俗
学
の
夕
べ
で
常
時
使
用
す

る
電
源
配
置
も
併
せ
て
検
討 

⑤ 

歩
道
橋
の
老
朽
化
が
心
配
。
安

全
性
の
点
検
を
町
へ
要
請 

⑥ 

山
口
堂
建
設
委
員
会
か
ら
の
具

申
（
裏
面
参
照
）
を
受
け
て
。

平
成
２
４
年
総
会
へ
の
提
案
内

容
検
討 

■
公
民
館
に
新
し
い
コ
ピ
ー
機 

 
維
持
費
が
従
来
比
較
で
３
０
％

削
減
に
。
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
も
無

駄
遣
い
に
注
意
し
経
費
削
減
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。 

■
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
看
板 

「
ご
み
は
当
日
の
朝
に
出
す
」
こ
と

を
徹
底
す
る
看
板
が
登
記
所
跡
と

公
民
館
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

立
っ
た
。
周
辺
住
民
の
悪
臭
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

         

■
９
月
２
２
日(

木)

、
協
議
員
と
民

生
委
員
、
補
助
員
で
朝
の
通
学
安

全
指
導
を
区
内
４
箇
所
の
横
断
歩

道
で
行
っ
た
。
こ
れ
は
平
成
２
３
年

度
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
事
業
の

一
環
と
し
て
の
取
り
組
み
で
、
当
初

予
定
し
て
い
た
２
１
日
が
気
象
報

発
令
で
臨
時
休
校
と
な
っ
た
た
め

順
延
実
施
さ
れ
た
。 

■
今
年
度
２
回
目
の
辻
川
界
隈 

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た 

 

１
０
月
１
９
日(

水)

、
役
場
で
行

わ
れ
た
こ
の
委
員
会
は
平
成
２
０

年
度
か
ら
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い

る
。
辻
川
区
か
ら
は
区
長
以
下
七
名

の
委
員
が
出
席
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
兵
庫
県
の
「
地
域
の
夢
推
進
事

業
」
（
平
成
２
３
年
度
か
ら
２
５
年

度
ま
で
の
３
ヵ
年
事
業
）
と
し
て
取

り
組
む
、
「
辻
川
地
区
舗
装
美
装
化

事
業
」
の
施
工
内
容
と
三
木
家
住
宅

の
活
用
に
つ
い
て
。
街
路
美
装
化
の

第Ⅰ

期
工
事
と
し
て
は
今
年
度
、
元

松
岡
百
貨
店
か
ら
田
尻
交
番
ま
で

が
ス
ト
リ
ー
ト
プ
リ
ン
ト
工
法
で

舗
装
予
定
だ
そ
う
だ
。
な
お
、
経
費

は
県
と
町
が
折
半
し
負
担
す
る
。 

 

当
面
の
予
定 

１
月
２
２
日
（
日
）1

3
:
3
0

～ 

 

平
成
２
４
年
度
辻
川
区
総
会 

１
月
２
８
日
（
土
）1

9
:
3
0

～ 

 
 

 

新
隣
保
長
会
議 

 

宮
当
番[
十
一
隣
保]

よ
り 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆
１
月
１
日
・
２
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森･
高
藤
稲
荷
神
社
） 

◆
１
月
８
日
（
日
）
１
０
時
３
０
分 

冬
え
び
す 

（
鈴
の
森･

恵
美
酒
神
社
） 

◆
１
月
１
４
日
（
土
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

事
業
報
告 

◆
９
月
１
７
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

９
～
１
１
月
行
事
・
事
業
確
認 

② 

敬
老
の
日
の
お
祝
い
金
は
三
千

円
（
町
か
ら
二
千
円
、
区
か
ら

千
円
） 

③ 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成
・
運

行
予
定
等
説
明 

④ 

旧
道
「
民
俗
学
の
道
」
の
整
備 

⑤ 

今
年
度
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
秋
の
交
通
安
全
週
間
に

役
員
と
民
生
委
員
・
補
助
員
で

交
差
点
の
通
学
指
導
立
ち
番
実

施 

⑥ 

来
年
度
辻
川
区
の
事
業
に
対
す

る
要
望
を
各
隣
保
か
ら
１
０
月

中
に
提
出
を 

◆
９
月
２
５
日
（
日
）
道
普
請 

 

秋
祭
り
に
向
け
て
き
れ
い
に
な

っ
た
辻
川
に
幟
（
の
ぼ
り
）
が
立
っ
た
。 

１
０
月
２
日
に
は
老
人
会
に
よ

っ
て
鈴
の
森
神
社
境
内
が
掃
き
清

め
ら
れ
、
辻
に
は
青
年
団
は
じ
め
有

志
に
よ
っ
て
し
め
縄
が
張
ら
れ
た
。

肩
合
わ
せ
の
太
鼓
の
音
が
心
地
よ

い
一
日
と
な
っ
た
。 

◆
１
０
月
８
日
（
土
） 

・
９
日
（
日
） 

秋
祭
り 

平
成
四
年
に
新
調
さ
れ
今
年
２

０
年
目
の
辻
川
屋
台
。
昨
年
の
西
光

寺
、
今
年
の
中
島
の
先
陣
を
切
り
、

田
原
地
区
で
最
初
に
自
ら
つ
く
っ

た
屋
台
で
あ
る
こ
と
を
記
録
に
と

ど
め
た
い
。 

 

今
年
の
特
徴
は
青
年
団
「
少
女

隊
」
の
出
現
か
。
祭
り
準
備
や
道
中

の
露
払
い
か
ら
各
休
憩
所
で
の
掃

除
や
片
付
け
に
至
る
ま
で
大
活
躍
。

献
身
的
な
裏
方
姿
に
感
動
し
た
。 

 

練
り
方
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
っ

た
か
。
鈴
の
森
神
社
の
宮
出
で
は
初

め
て
井
ノ
口
と
の
二
台
練
り
が
実

現
し
た
が
、
境
内
が
狭
く
て
真
横
に

並
べ
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。
総
じ

て
、
身
長
で
の
棒
割
が
課
題
か
。
胴

突
や
道
中
で
の
煙
草
の
ポ
イ
捨
て

は
ご
法
度
。
大
切
な
屋
台
、
多
く
の

注
目
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で

い
た
い
。 

 

青
年
団
の
人
員
が
不
足
す
る
中

で
３
年
間
も
団
長
を
務
め
た
村
井

君
は
じ
め
青
年
団
員
に
乾
杯
。
そ
し

て
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
支
え
に

感
謝
。
来
年
度
以
降
の
秋
祭
り
に
つ

い
て
は
、
青
年
団
の
要
員
確
保
、
そ

の
準
備
や
組
織
運
営
へ
の
年
配
者

の
配
置
等
、
先
送
り
で
き
な
い
課
題

も
残
さ
れ
た
。 
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8日 11:45 宮入前の若い衆 

 

8日 12:10 ↑ 

鈴の森神社宮入

り 

 

8日 13:40 井ノ口と二台練り ↓ 

 

8日 13:00 奉納相撲    

 

8日 12:00  

鈴の森神社宮入 

 

地
域
総
合
援
護
シ
ス
テ
ム
推
進
計
画
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

今
年
も
、
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
一
番
印
象
に
残
る
出

来
事
は
、
や
は
り
３
月
に
起
き
た
東
日
本
に
お
け
る

地
震
と
津
波
に
よ
る
災
害
と
原
発
事
故
で
し
ょ
う
。 

地
元
福
崎
町
に
お
い
て
も
、
９
月
の
１
２
号
台
風

に
よ
る
豪
雨
で
初
め
て
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
を
考
え
る
と
、
地
震
や
水
害
等
の

緊
急
時
に
対
応
出
来
る
地
域
づ
く
り
と
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
「
地
域
で

出
来
る
こ
と
は
、
地
域
で
と
り
く
む｣

こ
と
の
必
要

性
を
感
じ
ま
す
。 

地
域
で
暮
ら
す
全
て
の
方
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
見
守
り
活

動
を
含
む
、
地
域
支
え
あ
い
の
体
制
づ
く
り
の
計
画

「
地
域
総
合
援
護
シ
ス
テ
ム
推
進
計
画
」
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

トピック 9 月 17 日深夜 2

時すぎ、辻川区の少なくと

も 3ヶ所に落雷。公民館は

漏電ブレーカーが働き停

電に。区の放送設備も東所

方面の回線が機能しなく

なった。→祭り前に修復 

← 8日 17:00 後片付け「少女隊」 

8日 10:50 井ノ口の休憩後 
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◇
１
０
月
１
５
日
（
土
） 

辻
川
山
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
最
後
の
４
回
目
。
コ
コ
ロ
ン 

ク
ラ
ブ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

の
参
加
が
あ
り
総
勢
は
約
３
０
名
で
し 

た
が
、
そ
の
内
辻
川
か
ら
は
わ
ず
か
３ 

名
。
草
抜
き
や
秋
祭
り
の
ゴ
ミ
拾
い
を 

し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
身
近
な
散
歩
コ 

ー
ス
で
す
。
来
年
は
あ
な
た
も
是
非
！ 

 

    

◇
１
１
月
１
０
日
（
木
） 

区
内
３
ヶ
所
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
や 

花
壇
に
葉
ボ
タ
ン
を
植
え
替
え
ま 

し
た
。
年
の
瀬
近
し
で
す
（
環
境
担
当
）。 

 

★

辻
川
子
ど
も
会
が 

全
国
表
彰
２
０
団
体
に 

１
１
月
２
０
日
、
平
成
２
３
年
度

兵
庫
県
子
ど
も
会
育
成
大
会
で
、
辻

川
子
ど
も
会
が
（
社
）
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
よ
り
優
良
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
福
崎
町
で
は
８

年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
お
め
で
と
う 

 ◆
１
１
月
２
６
日
（
土
） 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

被
災
地
の
あ
な
た
に
‥
「
…
お
願

い
で
す 

あ
な
た
の
心
だ
け
は
流

さ
れ
な
い
で 

不
幸
の
津
波
に
は

負
け
な
い
で
」
「
・
・
朝
は
か
な
ら

ず
や
っ
て
き
ま
す 

く
じ
け
な
い

で
」 

九
十
九
歳
の
詩
人 

柴
田
ト

ヨ
さ
ん
の
詩
や
人
権
啓
発
映
画
「
ク

リ
ー
ム
パ
ン
」
を
通
し
て
、
２
４
名

の
出
席
者
が
か
け
が
え
の
な
い
命

を
つ
な
い
で
い
く
意
味
を
考
え
た
。

参
加
者
が
少
な
く
て
少
し
残
念
。 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
  

  

                                          

  

９ 

松
岡
源
之
助 

 
 

の
周
辺
の
人
々 

 

鈴
ノ
森
神
社
の
玉
垣
の
中
で
「
北

海
道
」
の
地
名
を
刻
ん
だ
も
の
に
、

「
松
岡
宗
次
」「
松
岡
百
之
助
」「
松

岡
為
次
郎
」「
鈴
木
大
吉
」「
松
岡
勘

蔵
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

上
富
良
野
町
の
上
田
美
一
氏
は
、

「
明
治
三
十
年
か
ら
四
十
年
迄
、
東

中
地
区
に
於
て
郷
土
の
草
創
期
に

尽
力
さ
れ
た
方
々
」
と
し
て
、
「
東

中
地
区
内
開
拓
者
名
」
を
揚
げ
て
い

ま
す
（
注
１
）
。
そ
こ
に
は
、
「
明
治
三

十
三
年 

松
岡
源
之
助
、
松
岡
宗
次
、

松
岡
勘
蔵
」
、「
明
治
四
十
年 

松
岡

富
次
」
ら
の
名
が
あ
り
ま
す
。
百
之

助
、
勘
蔵
、
為
次
郎
ら
の
渡
道
に
つ

い
て
、
眞
弓
氏
は
、
「
詳
し
い
事
情

は
判
ら
な
い
が
、
多
分
母
堂
の
手
引

き
で
移
住
し
来
つ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
う
（
注
２
）
」
と
書
い
て
い

ま
す
。 

 

松
岡
宗
次
…
磯
田
家
の
生
ま
れ

で
、
源
之
助
の
姉
、
の
ぶ
の
婿
養
子

と
し
て
松
岡
家
に
入
り
ま
し
た
。
北

海
道
に
渡
り
、
源
之
助
と
共
に
行
動

し
、
常
に
源
之
助
の
側
に
い
た
人
で

す
。
松
岡
木
材
の
要
職
を
務
め
る
傍

ら
、
町
村
会
議
員
な
ど
の
公
職
に
も

就
い
て
い
ま
す
。
宗
次
の
墓
は
、
妙

徳
山
の
墓
地
の
一
番
高
い
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
子
で
あ
る
茂
は

外
科
医
で
、
茂
の
妻
は
福
崎
の
新
町

で
眼
科
医
を
開
業
し
て
い
ま
し
た
。 

      

 

松
岡
百
之
助
…
本
家
松
岡
は
、
最

後
の
当
主
で
あ
っ
た
鈴
子
氏
（
一
隣
保
）

の
逝
去
に
と
も
な
い
無
く
な
り
ま

し
た
が
、
百
之
助
家
は
そ
の
分
家
で
、

庄
屋
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
柳
田
國

男
の
長
兄
鼎
と
同
年
代
で
、
揃
っ
て

家
を
出
ま
し
た
が
、
京
都
で
発
見
さ

れ
連
れ
戻
さ
れ
た
、
と
い
う
経
歴
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
灰
生
産

（
注
３
）

を
手
懸
け
た
の
で
す
が
、
井

ノ
口
の
保
管
場
所
か
ら
出
火
し
神

社
を
焼
き
（
注
４
）
、
そ
の
補
償
に
私
財

を
は
た
き
、
源
之
助
を
頼
っ
て
渡
道

し
た
の
で
し
た
。
松
岡
木
材
の
会
計

経
理
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

墓
は
妙
徳
山
の
西
北
の
墓
地
に
あ

り
ま
す
。 

      

松
岡
為
次
郎
…
「
札
場
」
と
い
う

家
号
を
も
つ
家
の
出
で
し
た
。
柳
田

國
男
は
『
故
郷
七
十
年
』
に
、
「
上

坂
を
少
し
北
へ
ゆ
く
と
、
札
場
と
い

う
家
号
の
家
が
あ
っ
た
。」
と
書
き
、

そ
こ
の
家
の
和
吉
と
の
思
い
出
を

記
し
て
い
ま
す
。
戸
籍
に
は
、
こ
の

和
吉
は
為
次
郎
の
弟
で
、
上
田
氏
の

回
顧
に
あ
っ
た
富
次
は
為
次
郎
の

二
男
で
す
。
和
吉
は
東
京
で
、
富
次

は
北
海
道
で
没
し
ま
し
た
。
為
次
郎

の
墓
は
妙
徳
山
墓
地
と
大
門
の
墓

地
と
に
あ
り
ま
す
。 

       

 

松
岡
勘
蔵
…
現
在
で
は
無
住
寺

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
田
尻
の
熊
野

神
社
の
隣
の
円
乗
寺
の
墓
所
に
、
真

新
し
い
墓
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
向
か

っ
て
左
側
面
に
は
「
松
岡
安
蔵
弐
男

勘
蔵
明
治
三
十
三
年
北
海
道
空
知

郡
上
富
良
野
村
東
中
九
線
ニ
開
拓

民
ト
シ
テ
入
村
後
八
十
八
年
経
過 

勘
蔵
五
男
青
島
節
二
先
祖
代
々
之

聖
霊
菩
提
之
為
此
処
ニ
建
立
ス
ル

モ
ノ
也 

昭
和
六
十
三
年
四
月
二

日
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
松
岡
勘

蔵
の
子
、
青
島
節
二
は
、
現
在
、
空

知
郡
上
富
良
野
町
東
七
線
北
一
九

号
に
住
ん
で
い
ま
す
。 

      

鈴
木
大
吉
に
つ
い
て
は
全
く
判

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
存
知
の
方
が
あ

れ
ば
、
教
え
て
下
さ
い
。 

      

（
注
１
）「
上
富
良
野
町
郷
土
を
さ
ぐ
る
会
」

機
関
紙
「
郷
土
を
さ
ぐ
る
」
第
二
号

（
一
九
八
二
年
六
月
三
〇
日
発
行
） 

（
注
２
）

眞
弓
政
久
著
『
故
松
岡
源
之
助
翁

追
慕
記
』 

（
注
３
）
亀
坪
中
池
西
側
の
山
中
に
石
灰
岩

を
採
掘
し
て
い
た
跡
（
露
頭
）
が
残

る
。
ず
り
の
石
灰
岩
か
ら
２
億
５
千

万
年
前
の
フ
ズ
リ
ナ
や
サ
ン
ゴ
の
化

石
が
産
出
す
る
。 

（
注
４
）
燃
え
た
の
は
今
の
辻
川
屋
台
蔵
辺

り
に
明
治
四
〇
年
頃
ま
で
あ
っ
た
惠

美
酒
神
社
と
い
う
伝
承
も
あ
る
（
十

一
隣
保
の
伊
藤
源
五
さ
ん
よ
り
）。 

《
全
４
回
連
載
の
参
考
文
献
》 

・
松
岡
秀
隆
著
『
松
岡
源
之
助
傳
』 

・
松
岡
秀
隆
著
『
長
谷
川
善
雄
歴
観
』 

「
鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
」
連
載 

完 

                         

編
集
後
記 

 

八
隣
保
の
松
岡
秀
隆
さ
ん
に
よ
る
４

回
連
載
の
『
松
岡
源
之
助
』
さ
ん
は
い

か
が
で
し
た
か
。
松
岡
さ
ん
に
は
郷
土

の
偉
人
に
関
す
る
多
数
の
執
筆
が
お
あ

り
で
す
の
で
、
是
非
ま
た
ご
登
場
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

来
年
度
の
特
集
は
『
辻
川
の
道
』。
江
戸

時
代
後
期
か
ら
現
代
に
至
る
道
と
ま
ち

の
変
遷
を
古
地
図
や
国
土
地
理
院
の
地

形
図
を
も
と
に
ふ
り
返
り
ま
す
。
少
し

だ
け
ご
期
待
く
だ
さ
い
。［
田
﨑
］ 

鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
に 

み
る
昔
の
辻
川
の
賑
わ
い 

↑ 9日 22:50 乗子・青年団集合 

 

9日 9:00 ↑ 

北野と練る 

 

↓ 9日 21:00 新しい夜提灯 

 

9日 9:10 → 

鈴の森神社 

参道を上る 

 

 

9日 14:00 宮入→ 

 

 

 来年度改築予定の山口堂と大日堂(奥)  

《
山
口
堂
建
設
委
員
会
か
ら
》 

１
０
月
４
日
の
委
員
会
で
は
、
①
建
設

費 

②
財
源 

③
建
設
に
向
け
て
の
今
後

の
進
め
方
、
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

委
員
会
で
検
討
し
た
内
容
は
今
後
、
区
長

に
具
申
さ
れ
協
議
員
会
に
か
け
た
後
、
総

会
で
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。 

な
お
、
歴
史
探
検
隊
に
よ
る
山
口
堂
の

調
査
で
は
、
祭
ら
れ
て
い
る
仏
像
の
制
作

年
は
大
日
如
来
（
鈴
の
森
神
社
の
ご
本
尊
）

が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
年
）、
薬
師
如
来

が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
で
あ
っ
た
。 


